
平
成
二
十
九
年
四
月
十
七
日
提
出

質

問

第

二

三

四

号

安
倍
総
理
の
、
さ
ら
な
る
努
力
を
放
棄
す
る
よ
う
な
政
党
に
は
政
権
を
担
う
資
格
は
な
い
と
の
答
弁
に
関
す
る

質
問
主
意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二
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安
倍
総
理
の
、
さ
ら
な
る
努
力
を
放
棄
す
る
よ
う
な
政
党
に
は
政
権
を
担
う
資
格
は
な
い
と
の
答
弁
に
関
す
る

質
問
主
意
書

平
成
二
十
九
年
四
月
六
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
「
テ
ロ
対
策
が
必
要
な
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
自
明
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
テ
ロ
対
策
を
口
実
に
し
て
共
謀
罪
法
案
の
成
立
を
画
策
す
る
の
は
、
実
に
こ
そ
く
な
手
口
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
共
謀
罪
法
案
は
テ
ロ
対
策
の
万
能
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
来
、
有
効
な
テ
ロ
対
策
の
た
め
に
優
先
し
て
行
う
べ
き
こ
と

は
、
島
国
日
本
の
特
性
を
考
慮
し
た
水
際
対
策
の
強
化
、
さ
ら
に
、
残
さ
れ
た
テ
ロ
対
策
関
連
条
約
の
締
結
、
加
え
て
サ
イ

バ
ー
テ
ロ
な
ど
テ
ロ
に
対
し
て
手
薄
な
個
別
分
野
の
強
化
だ
と
私
は
考
え
ま
す
が
」
等
の
逢
坂
誠
二
の
質
問
に
対
し
て
「
テ
ロ

対
策
は
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
情
勢
は
常
に
変
化
し
て
お
り
、
テ
ロ
対
策
に
こ
れ
で
十
分
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
で
十
分
と
、
さ
ら
な
る
努
力
を
放
棄
す
る
よ
う
な
政
党
に
は
、
政
権
を
担
う
資
格
は
な
い
」
と
答
弁
し
た
。

こ
の
安
倍
総
理
の
答
弁
に
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

安
倍
総
理
の
「
さ
ら
な
る
努
力
を
放
棄
す
る
よ
う
な
政
党
に
は
、
政
権
を
担
う
資
格
は
な
い
」
と
の
答
弁
の
中
に
あ
る

「
政
党
」
と
は
、
一
般
論
な
の
か
、
そ
れ
と
も
具
体
的
な
政
党
が
念
頭
に
あ
る
の
か
。

二

安
倍
総
理
の
「
さ
ら
な
る
努
力
を
放
棄
す
る
よ
う
な
政
党
に
は
、
政
権
を
担
う
資
格
は
な
い
」
と
の
答
弁
は
、
具
体
的
な

一



政
党
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
政
党
の
ど
の
よ
う
な
発
言
あ
る
い
は
事
実
に
基
づ
く
の
か
。

三

あ
る
政
党
が
「
政
権
を
担
う
資
格
は
な
い
」
と
判
断
す
る
政
府
の
基
準
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
国
会
に
議
席
を
持
つ
政

党
あ
る
い
は
そ
の
所
属
議
員
に
も
、
有
権
者
一
人
一
人
の
貴
重
な
一
票
が
託
さ
れ
て
い
る
。
安
倍
総
理
が
そ
の
よ
う
な
有
権

者
の
一
票
を
否
定
し
、
「
政
権
を
担
う
資
格
は
な
い
」
と
判
断
す
る
た
め
に
は
、
説
得
力
あ
る
基
準
が
安
倍
政
権
に
は
あ
る

と
考
え
る
が
、
そ
の
判
断
基
準
を
列
挙
さ
れ
た
い
。

四

本
来
、
テ
ロ
等
準
備
罪
法
案
を
成
立
さ
せ
る
以
前
に
、
「
有
効
な
テ
ロ
対
策
の
た
め
に
優
先
し
て
行
う
べ
き
こ
と
は
、
島

国
日
本
の
特
性
を
考
慮
し
た
水
際
対
策
の
強
化
、
さ
ら
に
、
残
さ
れ
た
テ
ロ
対
策
関
連
条
約
の
締
結
、
加
え
て
サ
イ
バ
ー
テ

ロ
な
ど
テ
ロ
に
対
し
て
手
薄
な
個
別
分
野
の
強
化
」
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
は
水
際
対
策
や
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
対
策
よ
り
も
、

テ
ロ
等
準
備
罪
法
案
の
成
立
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

本
来
、
テ
ロ
等
準
備
罪
法
案
を
成
立
さ
せ
る
以
前
に
、
「
有
効
な
テ
ロ
対
策
の
た
め
に
優
先
し
て
行
う
べ
き
こ
と
は
、
島

国
日
本
の
特
性
を
考
慮
し
た
水
際
対
策
の
強
化
、
さ
ら
に
、
残
さ
れ
た
テ
ロ
対
策
関
連
条
約
の
締
結
、
加
え
て
サ
イ
バ
ー
テ

ロ
な
ど
テ
ロ
に
対
し
て
手
薄
な
個
別
分
野
の
強
化
」
だ
と
逢
坂
誠
二
は
質
問
し
、
「
情
勢
は
常
に
変
化
し
て
お
り
、
テ
ロ
対

策
に
こ
れ
で
十
分
と
い
う
こ
と
」
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
政
府
が
か
か
る
発
言
を
「
こ
れ
で
十
分
と
、
さ
ら
な
る
努

二



力
を
放
棄
す
る
」
と
判
断
す
る
根
拠
は
何
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


